
■周知事項管理システムとは

●閲覧申請状況をエビデンスとして取得可能になります。
●周知事項の認識不足を原因とした作業ミスやインシデントの低減を期待できます。

現場 管理者 現場 管理者

・周知事項の確認漏れによ
る作業ミスが発生している

・周知事項の確認状況
を把握できていない

・事故が発生した際に、
社会的責任を問われる

・スタッフに対して、未確
認の周知事項を確認す
るよう促すことができる

・周知事項の確認状況を
可視化ができる

・従業員へのガバナンスを強
化できる

導入前 導入後
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Point１：周知事項を読んだことを社員が記録
⇒ 読んでいるかどうかの記録が残ります

Point２：必要な周知事項を読んでいるか入場時にチェック
⇒ 必要な周知事項を確認しているスタッフのみが入場できます
⇒ 確認していない場合は、何を読んでいないかを本人が確認できます

◎作業室・作業現場へ入場する時に、周知事項や連絡事項（以後周知事項）をスタッフが
確認しているかをチェックし、確認していない時は、該当する周知事項の確認を促せます。



周知事項を確認

入場チェック
入場時、当該作業場に関
する周知事項の確認状況
を判定し、判定結果を表
示

入場可能
必要な周知事項すべて認
知している場合は、入場し
作業を実施

周知事項閲覧申請 現場入場時

閲覧申請画面
スタッフに配布されたQR
コードをスマホで読込み、
確認した周知事項にチェッ
クし送信

入場不可
未認知の周知事項がある
ため、内容を確認する
→ 確認項申請画面へ

■機能紹介

2

【スタッフ機能】

入場用QRコード
(配布済み)

サンプル閲覧申請用QRコード
(配布済み)

サンプル

周知事項
管理システム
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■機能紹介

【管理者機能】 『従業員情報』 と 『周知事項情報』 だけのシンプル管理

人事情報変更フォーム 周知事項入力フォーム



■特徴１
Google Workspace(GWS)採用で維持コストを最小化
ーお客様がご契約中のGWS環境で動作可能

■周知事項管理システムの特徴
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■特徴２
タブレットや端末へのインストール作業なし
ーWebブラウザーからアクセス可能（推奨はGoogleChrome）

■特徴３
スタッフ数に上限無し
ーQRコードを配布するスタッフにはGWSアカウントは不要
ー運用担当者は既存のGWSアカウントで利用可能

■特徴４
シンプルで分かり易い機能
ーシンプル構成で現場だけで運用可能
ー最小限の個人情報入力により、日雇い、短期スタッフにも対応可能


